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はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。

※
右
記
３
月
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情
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は
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広
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ま
す
。

死亡後の手続きについては

町ホームページをご覧ください。

愛南町
ホーム
ページ
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篠南川柳会  もっちゃんさん（正木）

▶川柳人をご紹介します

　篠南川柳会に所属していた友人たちに誘われ、10年ほど前に会
に入り川柳を始めました。
　　川柳を始めてから、内容を考えるのでボケ防止になりますし、話す

仲間もできて楽しい日々を送っています。川柳の
良いところは、規則に縛られず自由な発想で作
ることができることです。
　　今後は元気な間続けていって、一緒に川柳を
詠む仲間を増やしていきたいです。
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